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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成17年度年次報告書

1．ものづくり創造融合工学教育事業とセンターの設立

工学部長谷口功

事業立ち上げの背景と経緯

熊本大学工学部の教育について、平成１７年度から新しい取り組みとして、「ものづくり創造融

合教育」事業を進めています。これは、工学部の教育の中身を見直すことによって、新しい工学

教育を目指すものです。

そもそも工学とは、サイエンスを人や社会に役立つ形にする学問、技術です。高度に進んだ科

学技術の中で、多くのものが、ブラックボックスの中に閉じ込められ、科学の中身や英知の結集

の様子を直接感じることが難しくなっていり現状があります。これでは、新しい科学や技術を、

英知を振り絞って生み出すのも容易ではありません。人や社会に役立つ、人を幸せにするものを

もう一度原点に立って考え直す必要があるのではないか、またそうしなければ、科学技術立国を

掲げる我が国の将来を担う本物の科学技術や世界をリードする先端的な科学技術は生まれてこな

いのではないかと考えました。新しい科学技術を不断に生み出し続ける以外、資源を持たない我

が国が科学技術創造立国を掲げて、将来にわたって豊かな生活を享受することはできそうも無い

ことは誰の目にも明らかなことです。

ものづくり創造融合工学教育センターの設立

そこで、新しい工学を目指して、「ものづくり創造融合教育」に取り組むことにいたしました。

ただモノを作る、生産性を上げる、効率化するだけでは、本来、工学の神髄を突いたものではあ

りません。これからの工学は、人を幸せにすることを第一に考え、この視点を持った科学技術に

よって構成された最先端の科学技術によって人の生活を豊かにして、経済的にも豊かにするよう

な産業社会の育成に寄与するものでなければなりません。そのためには、これまでの講義中心の

専門教育では不十分です。これまでも実験科目・演習科目などを数多く取り込んだ教育課程で工

学教育を進めて参りましたが、まだ不十分なところがありました。各人が自由のものを考えなが

ら、新しい価値としてのものを作り出すことを目指した教育が必要です。しかし；このような教

育を進めるには、人手とそれなりの資金が必要です。これを調達しなければ、実際の教育は進め

られません。

幸いにもこのような思いを持っていたのは､私共だけではありませんでした｡文部科学省に我々

の思いを説明に行き、何時間にも及ぶ議論の末、ご賛同を得て、国からの支援が得られることに

なりました。通常、､教育に支援される経費は、年間せいぜい２－３千万円ですが、ものづくり教

育には、年間、億のお金をかけていろいろな教育を試みることが許されることになったのです。

これは､我が国のものづくりの(産業技術の）基盤にかかわる大事な事柄だからに他なりません。

ものづくり教育を推進する中枢拠点として、ものづくり創造融合工学教育センターが、工学部に

設置されることになった訳です。
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新しいものづくり教育：新しい価値の創造

ものごとに直に触れることのなから新しい価値を生み出す力や感性を磨くような、新しい視点

からの工学教育を考える必要があります。例えば、癒しロボットはものを生産しませんが、人の

心を幸せにし、お年寄りの病気の回復を助けると言われています。同じ性能のものでもデザイン

が斬新な車は人気があって売れることもよく知られた日常です。デザインまでを考慮した製品を

生み出さなければ産業活動として不十分なのです。人は何を求めているのか、何が人を幸せにす

るのかまで工学技術者は考える必要がでてきたのです。工学の新しい価値の創造がそこにありま

す。工学はただモノを作るのではなく新しい価値を創造していく学問なのです。

日常使っている携帯電話を壊してその中のサイエンスとテクノロジーを見てみましょう。見事

な技術の集積と知恵の宝庫です。この品物を作るのには、電気や化学・材料や機械、さらには、

情報工学等異なる工学領域の共同作業が必要です。製品おなかにはあらゆる工学が解け合ってい

るのです。この融合（擦り合わせ）こそが我が国が最も特異として、世界のもの作りに君臨して

きた原点です。異分野、他分野のものと一緒に話しながらそれぞれの長所を組み合わせ、欠点を

補い合って融合製品を作っていくことが必要です。そのためには、共同作業をする「場」が必要

になります。

世の中の「巧み」と言われる方々の技能を学ぶのもすばらしいことです。今の産業技術の先端

や問題点を現場で学習することも楽しいことです。町に出て地域の皆さんと一緒に街作りにも参

画することも現場を知って現場の視点からの街づくり、モノづくりを進める上で重要になります。

社会や人を幸せにするのが工学ですから、それを学生諸君のセンスやアイデアで取り組んでみて

欲しいと思います。これが、「ものづくり創造融合工学教育」と名付けた新しい取り組みです。

この教育を進めるには、人が集まり議論し合う場が必要です。町の皆さんと一緒に考える場と

して町の中にも工学部の研究室（まちなか工房）を設置しました。学内には、拠点工房として、

「もの・クリ工房」を設置しました。工房だけあってもことは進みません。教育には多くの人が

現場で話をしながら進める「指導者｣、「協力者｣、その道の「匠」と言われる方などが必要です。

幸い技術部のＯＢの協力も得られました。

工学部１００周年記念事業で設立された１００周年記念会館は卒業生の寄付を原資として建て

られたものです。そこで、工学部プロジェクトxと称して卒業生など先陣の努力の跡をたどる定

期的な講演会を開催しています。多くの卒業生や、その道の第一人者がそれぞれの人生哲学とと

もに工学の神髄を語ってくれます。人を幸せにし、社会に役立つことが、どれほど価値のあるこ

とかが言葉の一つ一つの中から情熱とともに伝わってきます。このような創造性や感性を磨いて

物事を企画・デザインすることのできる能力を育てる「ものづくり」教育に取り組んでいます。

変化する先端技術に対応できて（常に学ぶ姿勢）かつ、現在の技術に対する理解から新しい技術

を生み出す力を持つものが社会の変化を支える人材として、求められています。ものづくり教育

で育った専門職業人として卒業生は技術で社会に貢献できるまさに社会が求める人材なのです。

ものづくり拠点としての九州地域

九州の東アジアにおける位置の重要｣性が益々増大しています。近年著しい東アジア諸国の発展

を見据えて、我が国の産業は九州地域に参集集積しつつあります。東アジアの今日の急速な発展
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を考えれば（昨年上海フォーラムを開催したのもそれ故です)、我が国の経済発展の為に九州の役

割が重要になってきていることが理解できます。東アジアを睨んだ今後の世界経済の発展を鑑み

て、先進的な企業は先見性を持て九州へ進出しているのです。

自動車産業は北部九州地域に参集し、総合産業としての波及効果が九州一円に及んでいます。

新しい経済的な活性化のチャンスがやってきています。九州地域の明るさと恵まれた環境に基づ

いて環境・クリーンエネルギーに関連した産業の集積も始まっています。半導体産業の集積を基

盤として、情報産業の立地にも有利な条件が働いています。また、伝統的にバイオ産業が存在す

ることから、異分野連携産業の進展も期待できます。九州の地理的な優位性を生かして、産業の

集積が加速するためには、その産業を支える人材供給とその地域の先端研究や研究機関による産

業支援体制が不可欠です。地域産業の育成強化に対する大学の役割もきわめて大きいものがあり

ます。

ものづくりを通した誇れる工学部から憧れられるエ学部へ

ものづくりは、地域産業の基盤技術でもあることから、地域への寄与も大きい。法人化した大

学の発展のためには大学のブランド（イメージ）形成、新しい産業振興と大学の活性化に寄与す

る産学連携、地域から支持される存在であるための（地域）社会への貢献、等を意識した取り組

みが重要と考えられます。このものづくり創造融合工学センターはまさにその取り組みの中心的

拠点となりうる存在です。地域と連携した様々な取り組みが既に始まっています。特に、熊本県

は環境立県として環境に力を入れていることから、環境・クリーンエンルギー関連の地域産業の

レベルアップにも本センターが関われることは数多いと考えられます。

九州での産業の集積がこれからも加速すると考えられます。新しい時代の到来です。地域はそ

れに備えた準備が必要です。ものづくり創造融合工学教育センターは、ものづくりの拠点として

地域産業支援の役割をも果たさなければならなりません。

熊本の明るく環境豊かな土地柄を考え、熊本大学工学部は、「エネルギーと環境」に強い大学と

して発展していく必要があると考えています。これがブランド形成に繋がるからです。太陽電池

やクリーンエネルギー関連産業は、今後益々発展するものと期待できます。中国などエネルギー

問題と環境問題をかかえる諸国に対して、リーダーシップを発揮しながら寄与できる課題です。

ものづくりセンターは、関連の寄付講座とも連携して、ものづくりの神髄を究めることで、地域

の将来とともに本学の将来が見えてくるのではないかと考えています｡熊本の「ものづくり」は、

その取り組みの多様さや試みの斬新さから今や全国から注目されるに至っています。今後もさら

に力を入れて、ものづくり教育の拠点として発展していくことを心から期待しています。

以上
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ノ

教育

工学基礎教育工学基礎教

知能牛産システムエ学科

物質生命化学科

社会人教育・
インターン

社会人教育
インター

カリキュラム編成'リキュラム編成

大学院・他機関

との連駅一 教育場所：教育場所：との連駅プロジェクトプロジェクト

･各学科内･各学科内･各学科融合･各学科融合

ｏＶＢＬｏＶＢＬ･他学部融合･他学部融合

もの作り創造融合、地域共同研究
センター

工学センター、衝撃.極限環境

･地域共同研究･地域社会･地域社会 もの作り創造融合
センター

･衝撃・極限環境
･産業界など･産業界など

工学センター
との連携との連携

研究センター研究センター

･沿岸域環境科学･沿岸域環境科学

教育研究センター
･学生の自主活動･学生の自主活動

新規教育プログラム。ものくり

からくりからくり 教育モデルの開発教育モデルの開発 ｡サテライト工房｡サテライト工房
サークルなどサークルなど

もの作りＰＢＬ教育

体験。構想できる場所の提

－.ｪ丞百西弔0

:数学･ｒ－－－

ｌ物璽i灘学力
教養 化学向 教育

P-S氏

生物1

外国語教育
情報教育総合情報処理センター

↓図書館．．
(CALLシステム）

(情報リテラシー）
TOFEL・TOEIC受験支援 －抑

ｂ
ｅ

工学教育の連携の概要

八雷蕊二
竈蕊外国語

．（CALLシ

（洲､EE睡丁、
．」

教育

=と&垣

虫士塾凸一懸霞

基礎学殉
教養

誇
溌

羅需:諏麓圃詞１強

教育

鍵Ｈ’賀ｴﾉ望！

７－

鱒（

情報教育

(情報リテラシー）
几且

支寺;」 謹蕊議鐘i蕊露ii露鰯議ｉＩ蕊蕊雲鍾：

熱
一
蟻
溌
謬
鬮
篭
蕊

教育



熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成17年度年次報告書

ものづくり創遣融合工学教育事業

教育事業実践候補分野の広がり
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もの作り創造融合エ学教育

ものづくり創造融合エ学教育事業の
プロジェクト企画

･授業内容･教育カリキュラム拡充プロジェク
ト

実験･実習科目などの充実;体験型科目の
創成;講師招聰

･創造融合研究プロジェクト

卒業研究支援;学生自主研究支援；

学生コンテスト

･エ学部プロジェクトＸ

゜まちなかエ房利用プロジェクト

研究スペース;展示｡ゼミ；

まちづくり学習会

･ものクリエ房(学内拠点エ房)の整備

教員｡技術職員などの配置

プレハブ施設:共通機材･機器

。侍鐵(籔育そうごﾊﾑ鐙j直Zn2点ｿ

1)副学部長の直接指揮下､専任教員を中
心に学部教育の新しい教育プログラム
の企画･推進

＝＝＞学揮鏡Ａｒ･学問B勧ii月７回猶f目会ＪＲぴ
屋禦罪とのi鋤P

RBL教万、鰯晃P･銭遥

2)学習･体験｡構想｡醗論･もの作りを一体
的に行える場の提供

＝＝＞工濤:茂赫や世会・

人の必f会いの空ｿg『

熊本の優位性

情勢の急速な変化の中での館本の特徴(産業集積）
・自動車産粟の進出（北部九州中心に１００（２００）万台／年）

で総合的な囚通産典が動く＝＝＞新しい経済活性化のチャンス

･半導体・IT関連の禦菰。発展が益々進む

・照境エネルギー関連の産菓が進出／築菰

・関連して奥樂麺連携（バイオ関辿）産薬の進囲

＝＝＞租々の産菓が引きずられて発展する

アジアを睨んだ九州･熊本＝その優位件を四mmする＝
・新産梨集積地(Newlq'ushuEm)としての熊本の発展
（新幹線整緬／アジアとの位回):我が国の産粟フロント･拠点
・地域行政の支授:髄邇システムのｲﾝﾌﾗ整備／金融(資金)支援
・人材育成･確保＝＝＞地塙の産菓活動を支える質の高い技術者の存在
・大学｡高専･ﾃｸﾉ財団関連研究楢関の技術支援

アジアを見据えた戦略
＝＝＞アジアを睨んで産業集積が加速すると予想される
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